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 梅津善之議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 順位13番、議席番号９番、梅津

善之議員。 

○９番 梅津善之議員 ３月定例会一般質問、最

後の質問になります。お疲れのところ、最後ま

でよろしくお願いしたいと思います。 

 質問に入る前に、きょう午前中にもお話ござ

いましたけれども、２月、今月の４日、３月の

４日から毎週のように市のイベントといいます

か、たくさんございました。 

 まず、３月４日ですが、食の見本市というこ

とで、天気のいい中、道の駅で大勢の市内外か

らのお客様の中で見本市が開催されましたこと、

本当によかったなと思っておりますし、市内に

は農家の方やお菓子屋さんであったり、６次産

業に取り組んでいる方がたくさんいて、その努

力であったり思いなんかも伝わってくるような

見本市だったと思いますし、大成功であったの

かなと思っておりますし、冬場の道の駅、どう

しても誘客が少ないなという話がございますけ

ども、ぜひさまざまなイベントで解消される部

分があるのかななんていうことを思った次第で

ございます。 

 さらには、その前の週ですね。これも同じく、

ビジネスチャレンジコンテストということで、

文化会館で、多くの方々から寄せられた新たな

ビジネスであるとか、そういうもののコンテス

トがございました。優勝なり受賞された方にの

みならず、アイデアということがこれぐらいた

くさんあって、まちづくりに生かせるものだな

と思って、非常に感心したところでございます

し、こういう取り組みというのはすばらしいこ

とだなと思っております。いろんな方々の視点

から見たさまざまな取り組みがまちづくりに生

かしていただければ、新しい面で何か発展があ

るんではないかと思っております。 

 さらに、私は２月の17日、教育・子育てフォ

ーラム、午前中ちょっとイベントがあって行け

なかったんですけども、午後から。午前中も教

育長の話であったり市長の話もございましたけ

ども。スマートフォンの利用についてというこ

とで、東北大学の川島先生からのご講義をいた

だきました。 

 ｉＰａｄも含め、スマートフォンみたいなも

のを子供にちょっと預けとくと、子供はおとな

しくゲームをしてたり何だりするなっていう姿

をちょっと若いお母さんがやってるのを見たこ

とがございますけども、非常にそれが、そのと

きは非常に子供はおとなしくていいのかもしれ

ませんけども、将来的には非常にいろいろ問題

があるんだなということを、データに基づいて

教えていただきましたし、子供たちのいろんな

意見を壇上でお聞きすると、朝ごはんの話であ

ったりとか睡眠の話であったりとか、非常に大

切な話を南北の中学生が全員聞けたなんていう

のは、非常に私もありがたいことだと思ってお

りますし、ぜひお父さん、お母さん方も一緒に

聞けたらななんていうことを思ったところでご

ざいました。 

 さまざまな、市長を初め職員方の取り組みに

まず感謝しながら、質問をしていきたいと思い

ますので、よろしく答弁のほうをお願いしたい

と思います。 

 まず１点目です。ことしというか29年度、30

年度に入ってませんですけども、15名の早期退

職の方も、定年退職、早期退職も含めて退職な

される方、退職なされるなんていうお話をお聞

きしました。15名なんて、ちょっと考えられな

いなと思いながら、いろいろお話をお聞きした

次第です。 

 何度となく大量退職の時代を迎えるなという

話を市長とも申し上げてきましたけれども、改
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めて総務課長に伺いたいと思いますけども、熟

練された方がおやめになるということで、今後

の業務、支障や、スムーズな引き継ぎがなされ

るかということで、総務課長にお伺いしたいと

思います。 

○渋谷佐輔議長 佐野安広総務課長。 

○佐野安広総務課長 職員の人事管理でございま

すけれども、採用に関しましては、平成23年２

月に策定しております長井市定員適正化計画に

基づきまして、平成23年度から平成32年度まで

取り組むこととしております。 

 その前の平成22年度までの計画では、職員の

削減が適正化の目標というふうに定めてござい

ましたので、退職者の３分の１の人数の採用な

ど、厳しいものがあったというふうに考えてご

ざいます。 

 今期の計画では、前期５年で職員総数の４分

の１が退職するという職員構成がございました

ので、平準化して、前期に多目の採用計画とい

うふうに取り組んできたところです。 

 ある程度順調に推移してきたというふうに捉

えてございますけれども、昨年度末、今年度末

に複数の若い職員が退職するという、これまで

にない事例でございましたので、さまざま検討

して対応していかなければならないというふう

に感じているところです。 

 来年度の体制でございますけれども、ベテラ

ンの職員が退職して新規採用者が入るというこ

とにつきましては、職員構成のバランスがよけ

れば組織として吸収しなければならないという

ふうに考えてございますけれども、定年前に複

数の職員が退職することであったり、少数の資

格職の職場で複数の職員が退職というのは大変

になるかなというふうに思っておるところです。 

 当然、支障のないように事業を進めますけれ

ども、しっかりした引き継ぎも重要であるとい

うふうに考えております。 

 具体的には、今年度、保健師の退職がござい

ますけれども、保健師の業務といたしましては、

市民の対応でありますとか、状況に応じて説明

する力というところ、あとは的確な判断等につ

きましてはやはり経験値が生きてくるというふ

うに思われますので、その部分についてはレベ

ルアップするように努力していかなくてはいけ

ないのかなというふうに思っておりますが、若

い職員のＩＴ等を使いこなす事務的な能力とい

うのは備わっているというふうに思っておりま

すので、極端に戦力ダウンするというふうには

考えておりませんけれども、年度がかわってす

ぐに同じようにはできないというふうに思いま

すので、退職する職員にはさまざま事情がある

わけでございますけれども、現場の状況は十分

に理解しておりますので、退職後、可能な限り

お手伝いをいただきながら引き継ぎも行ってい

くということで、業務に支障がないようにした

いというふうに考えておるところでございます。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 業務に支障がないなんて

いうお話を総務課長からいただきました。けれ

ども、今、保健師さんのお話がございました。

定年退職も含めて３名の保健師さんがおやめに

なるということを私もちょっとお聞きしました。

非常に残念だなということと、以前に、私がま

だ１期目のときでしたか、長井市内の健康対策

についてお話を福祉あんしん課に聞きに行った

ことが思い出されるんですけども、いろんなこ

とを丁寧に、やっていることを教えていただい

たということと、さらには、いつの間にか私の

健康指導になっていたなんていうことがあって、

これは非常に、あっと気づくと、自分が振り返

させられることがたくさんあって、ありがたか

ったなと、自分も感謝しているところです。 

 そういう熟練された方がおやめになるという

のは、市としても非常に残念だし、退職されて

も多少は手伝っていただけるなんていうお話を

いただいてるということでございますけども、
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これを心配しないわけがございませんで、でき

る限り、今までお勤めいただいた経験を今後も

生かしていただけるようなお願いをしていって

いただきたいなと私も思っておりますので、ぜ

ひそう願って、総務課長にお願いしていきたい

と思っておりますので、よろしくお願いします。 

 次に、（２）です。長井市から内閣府や東北

財務局、東北経済産業局、東北地方整備局など、

国の機関やその他の機関に派遣されている職員

がいらっしゃいます。これは長井市にとってさ

まざまな思惑なり考え方があって派遣されてい

るのかと思いますけども、この辺の内容を総務

参事のほうにお伺いしたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 齋藤環樹総務参事。 

○齋藤環樹総務参事 国等への派遣職員というこ

とで、初めに、まずは全般的な目的とか、その

辺のところから触れさせていただきまして、お

答えをさせていただきたいと思います。 

 まず、国等への職員の派遣につきましては、

地方公務員法第39条に定める職員研修の一環、

その中の行政事務研修ということでございまし

て、将来の市役所組織を担う若手職員に国家行

政等実務を通して直接学ばせることで、幅広く

高度な知識の習得や視野の拡大、職場での交流

や経験を通じ、職員の意識改革や資質向上を図

るというものでございます。 

 もうちょっと具体的な役割等を申し上げます

と、４つほどあるかなと思われます。 

 １つは、やはり国の情報をいち早く知ること

ができるということで、新しい制度とか、予算

に関する情報、長井市に有利な情報を早目に入

手し、対応できると。 

 ２つ目は、国との関係を築くことができます

ので、具体的な各種の相談やアドバイスを受け

やすくなると。 

 ３つ目には、補助事業や各種制度などの細か

い説明を、やっぱり職員派遣していることで受

けることができる。 

 ４つ目ですけれども、市に帰った後も、その

当時の経験や人脈を生かして、その後の円滑な

業務運営ができるというようなことがあるかと

思われます。 

 やはり自立的で魅力あふれる地域づくりを進

めるためには、縦割りの専門人材だけではなく

て、多様なノウハウや知識を獲得し、あとは横

にネットワークや人脈を広げていくような、地

方創生を担う中核的な人材が必要ということで、

国等への派遣研修はそうした人材育成を図るこ

とでもございます。 

 先ほど議員からございました、具体的な中身、

各機関のところの目的等を申し上げますと、ま

ず、内閣府につきましては、平成26年度から地

方創生推進事務局に派遣しております。地方創

生関連の施策や予算等の情報をいち早くキャッ

チすることができますし、地方創生関連施策の

市での企画立案や、いろんな交付金、関連交付

金等の事業の申請、それから採択の部分でも大

変大きなメリットがあると、結果として出てい

ると考えています。 

 それから、東北経済産業局につきましては、

これまで産業部商業・流通サービス産業課と地

域経済部産業技術課に派遣しておりまして、中

心市街地活性化関連事業の推進、あるいはそれ

以外のところ、市内企業あるいは事業所で各種

補助事業の申請等を行うわけですが、そこの部

分の申請事務、あるいは採択率が上がるという、

具体的な効果が出ているものと考えています。 

 それから、東北地方整備局にも派遣をしてお

りますが、現在、県西部都市・住宅整備課に派

遣しております。これはまさに今後活用を想定

している国庫補助事業、都市再構築戦略事業の

前提となる立地適正化計画の策定推進など、大

いに役に立つものと考えております。 

 あと来年度から派遣を予定しております東北

財務局につきましては、まだ所属部署は決まっ

ておりませんが、財務省の総合出先機関として
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東北地方における財政、金融、証券、国有財産

管理など、幅広い事務を担っております。それ

から、予算編成に関する情報の収集、予算獲得

の手法など、学べるものと期待しております。 

 それから、もうちょっと具体的に申し上げま

すと、財務局、その下部組織である山形財務事

務所。地方債の政府資金の取扱窓口となってお

りまして、今後予定しております長井病院の建

てかえに伴う未償還政府資金の繰り上げ償還、

あるいは資金の調達、そういったところにおい

ても長井市が望む方向で調整できるものと期待

しておりまして、その効果は十分見込めるもの

と考えております。 

 あと帰ってきた職員のところでございますけ

れども、派遣から戻った職員につきましては、

既に政策形成に携わる部署などで業務に当たっ

ておりまして、市の円滑な業務の推進に大いに

貢献しているものと考えております。 

 現状につきましては以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 市の政策に密接にかかわ

ってる大切な職員であるということの理解は十

分できるんですが、具体的にいろんなケースが

あると思うんですけども、基本的には報酬なり

は長井市から行ってるというような考え方でよ

ろしいでしょうか、総務参事。 

○渋谷佐輔議長 齋藤環樹総務参事。 

○齋藤環樹総務参事 今申し上げました、国等へ

の派遣の部分につきましては、内閣府、東北財

務局、東北経済産業局、東北地方整備局、４カ

所ございますが、そのうち東北地方整備局、そ

れから東北財務局につきましては、割愛、退職

派遣ということで、一旦長井市職員を派遣して、

国家公務員になると、２年間と。当然のことな

がら、人件費等、社会保険料も含めてですけれ

ども、負担は派遣先、国ということになります。 

 それ以外のところについては、長井市の研修

派遣ということで、長井市が負担してございま

す。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 ありがとうございます。 

 職員が大量にやめていく、退職者も含めて、

だから派遣職員も投じながらしていかなきゃい

けない、なかなか大変であるということと、長

井市にとってはすばらしくメリットのあること

で、ぜひ職員の方に、派遣されている方には頑

張っていただいて、長井市のために頑張ってい

ただきたいと思っておりますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

 次に、３番目です。市長にお伺いしたいんで

す。今年度というか、平成29年度、ここにいら

っしゃる課長なり参事の方々も含めてですけど

も、課を兼務なさっている課長がいらっしゃい

ます。参事制をしいて、もう３年ぐらいになる

んですかね。これは今後のことを考えると、な

かなか課長も大変ではないかななんていう思い

もあるんですけども、市長はその辺どういうふ

うに考えていらっしゃるか、今後のご見解をお

聞きしたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答え申し上げます。 

 平成29年度、兼務されている課長はいるか、

あるいは参事と課長を兼務ということでござい

ますけども、課の再編などは考えているのかと

いうことでございます。 

 まず、課の再編等々については、条例の改正

ということになりますので、平成30年度は課の

再編は考えてございません。 

 兼務につきましては、業務の内容や課題を整

理して発令したいというふうに考えておりまし

て、現在は農林課と農業委員会、それから税務

課と会計課、それから総務参事と教育総務課に

ついては兼務でお願いしております。確かに兼

務をお願いしている管理職には負担をおかけい

たしますけれども、これは例えばさまざまな理

由があって兼務をお願いしているところです。 
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 組織機構につきましては、情勢の変化に応じ

た柔軟な見直しを行うというのは、これは私ど

も行政でも昨今は頻繁に行われております。特

に県の組織などは、毎年いろいろな目玉として、

時代に合った組織という考え方でございます。 

 住民サービスを効果的、効率的に提供するこ

とを目指すということでございますが、例えば

現在、ことしの３月31日で退職される管理職か

ら、あと庁舎がもし建設が32年度以内まででき

るということであれば、33年の春から移転とい

うことになると思いますが、そうしますと、今、

６カ所で分散していた職員が同じ場所でできま

すので、そのときが組織機構の見直しの時期だ

ろうと。 

 ただ、ことしも含めた４年間ですね、今の管

理職の９割ぐらいに当たる30数名が定年退職さ

れます。ですから、毎年７名、８名の管理職が

退職されるということで、かなりやっぱり大変

な人事になります。毎年かわるみたいな、かわ

らざるを得ないというふうに思ってまして、そ

この部分を考えますと、今からその準備も進め

なきゃいけないと。 

 特に農林行政については、ついこの間も農業

委員会と担い手育成協議会、あるいはＪＡの農

政対策協議会ですか、などとの共同の懇話会と

いうのを行ったんですが、これは農林水産省か

ら大臣官房の政策課長、信夫課長さんという、

新庄出身のキャリアの方にお越しいただいて、

これからの農業の農政の展望等々をご教示いた

だいたんですけども、去年の４月からは何とか

農業委員会のほう、会長様のほうにお願いして、

兼務をお願いできないかと。 

 それは、確かに農地法は農地法で農業委員会

の重要な任務といいますか役割なんでございま

すが、農業委員会の中にも農業振興部会ってあ

るわけですよね。そこと農林課というのは一体

であるべきだと。特に農地の流動化は、中間管

理機構等々で、長井は非常に先進の事例として、

なおかつ草岡と成田で経営基盤強化ということ

で、基盤整備を行っているわけですけども、そ

れらもやっぱり農業委員会と農林課が一体なん

ですよね。ですから、そこはいろいろ事情をお

話しさせていただいて、お互い意見交換をしな

がら、ご同意をいただいて一緒にさせてもらっ

たと。これは先取りみたいな格好ですね。３年

後には、いずれしなきゃいけないと思ってまし

た。 

 あと税務課と会計課については、普通は、昔

のような組織が大きいときは全く違うんですね。

いわゆる入るをはかる税務課と、現場のほうで

すね、産業振興はまた別にあるわけですけども、

それと会計をつかさどってしっかりと資金管理

をする、財政課とまたちょっと違った役割の会

計課、これを一緒にするというのは、普通はな

いんだと思うんです。ただ、苦労されている課

長に申しわけないんですが、課長のお話なんか

を聞くと、非常によくわかると。税収がこうい

うふうに集めて、会計がこういうふうになって

るということで、そういう意味では、例えば市

長部局との癒着みたいなのじゃなくて、ちゃん

と監査のほうはいらっしゃるわけですから、そ

ういったところでのご指導をいただければ、不

正な資金管理はできないわけですから、ですか

ら、そういった意味ではなかなか、そういった

ことも苦労はあると思うんですが、こういった

ことも必要なんじゃないかなというふうに考え

ております。 

 今後、まずは３年後、もし庁舎が建設できる

としたら、そのときに再度、組織の見直しを図

っていくと。３年後、４年後には女性の管理職

なども相当程度出てくるんじゃないかと思って

いるところですが、やっぱり心配なのは、今の

40代の職員が極端に少ないということで、逆ひ

ょうたん形になってますので、そこの少ない部

分が、今後５年から10年でいよいよ管理職にな

る年代になってますので、今後の組織運営と連
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携のとれた業務運営っていうんですかね、行政

運営というのは、かなり難しい時代になるなと

思って、今からその準備を考えていかなきゃい

けないと思っているところです。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 市長おっしゃることのと

おりだと思いますけども、やっぱり心配されて

る40代、正確に言うと、多分54歳ぐらいからだ

ったらぐっと採用してる人数が少なくなるとこ

ろなんですよね。その辺のところが一番大変に

なるんであろうなと、私も想像するんですけど

も。ぜひ、これはここにいらっしゃる皆さん、

課長さん、参事さんにお願いしたいのは、やっ

ぱり次を思って育てていただかんなねというこ

とが何より大切なことで、教育と子育てという

話を教育長からもありましたし、市長からもご

ざいましたけれども、きのうまでできないのが

急にふっとできたりはしないわけで、時間のか

かる話だと思いますし、非常に大切なことだと

思うんですけども、ここ四、五年のうちにそう

いうことをきちっとやっていかないと、本当に

将来、大変なときが来るんであろうななんてい

う話を前にも私、させていただいたこともあり

ますけども、本当に現実、四、五年で目先のと

ころに来ると、本当に大変だなというのが、携

わっていて思うところがございます。ぜひ、課

であったり参事制も含めて、いろんな面から検

討していただいて、スムーズな行政執行をして

いただくように努力していただければと思いま

すので、ぜひご検討いただきたいと思いますし、

皆様にもお願いしておきたいと思っております。 

 最後の質問です。臨時会のときにも少し市長

にお伺いしたんですけれども、市庁舎建設につ

いてのアンケート調査の中に、自由な意見を言

ってくださいというところを何度も私、読ませ

ていただいたんでした。もちろん、古い庁舎な

ので早く建設すべきだという意見であったり、

将来の財政負担を心配されている市民の方がい

らっしゃったり、たくさんいるんですけども、

やっぱり中身が大切だなんていう、とっても議

場で申し上げにくいようなことをアンケート調

査に書いてる市民の方がいらしたんですよね。

すごくそれが私、気になったんです。身なりの

ことから、市民との対応であったり、接遇とい

うこと、あとは笑顔がないとかですよね。これ

はいつ始まった話でなくて、前からすごく言わ

れてることだと私は思っているんですけども、

あえてここにかかってるなんてことが、非常に

納得いかないというか。こういうことが連なっ

て、ご意見ということじゃなくて、ここまで来

ると中傷みたいな言い方をされているんですよ

ね。こんなにひどいかなと、私も思うんですけ

ども。この辺については、市長、どういうよう

にお考えしてるか、ちょっとお聞きしたいなと

思います。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 梅津議員からは、市民から寄せ

られている、いわゆる庁舎の基本構想を策定す

る際にアンケートをお願いした回答の中の自由

な記入欄の中にさまざまなご指摘、ご意見など

があると。それに対してどういうふうに考える

かということでございますが、まずは、議員か

らありましたように、庁舎に対する質問、意見

の中で、もちろん借金をできるだけ少なくして、

しようがないから、規模も適正なものをつくっ

てくださいとかね、あとは庁舎建設は反対です

という意見もございました。全部のアンケート

の中で、回答をいただいた９割ぐらいが賛成、

または条件つき、何らかのいろんな意見をいた

だいて、これでやったらばいいよというような

賛成というふうに、アバウトで捉えました、私

は。 

 あと１割ぐらいの方が何らかの形で反対とい

うことでございますが、やっぱり自由意見の中

には、例えば市役所を建てることによって税金

が上がるのはだめだと。増税になるっていうふ
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うに思っていらっしゃる方もいるんですね。あ

とはやっぱり既存の施設を使うべきだというこ

とで、例えばタウンセンターであったり、県の

庁舎であったりと。こういったことなどの、い

わゆるまだ構想段階でございますんで、私ども

も全く市民には説明してないということで、多

分に誤解的なところのご意見もあったというふ

うに思っております。 

 あと問題は、市の職員のさまざまな執務に対

してのご意見という、貴重なものもいただいて

おりまして、私ども早速、この基本構想のアン

ケートに基づきまして、これを重く見て、１月

に、先々月でございますけれども、全職員に接

遇研修を実施いたしました。整理、分析をしな

がらですね。ただ、これ１回、２回やったから

っていうものではございませんし、あと、私は

なかなか行けないもんですから、特に副市長と

か各参事等々には、朝礼とかいろんなところへ

行って、執務の心構えとか、市民に対する接遇

等々の話などもさせていただいたり、朝礼に出

席して、業務についての心得的なものは何度も

話したんですが、１つは、６カ所に分散してい

るというのは相当な管理能力がないと、あるい

は職員一人一人の意識がしっかりとしてないと、

やっぱり100％ということはなかなか難しいん

だなと。全員の職員がきちっと理解するという

のは、やっぱり繰り返し繰り返ししなきゃいけ

ないと思っております。 

 したがいまして、今の状況の中で精いっぱい

私どもも職員の意識を、また、長井市がどうい

った方向を目指しているのかということなども

全員と共有できるような、そういったことを十

分しながら、十二分にじゃないですね、鋭意努

力しながら、職員の市民に対するサービスやら、

あるいは接遇の対応をきちんとできるように、

万全を期すように、今後も努力してまいりたい

と思いますので、今後ともご指導を賜りますよ

うお願いいたします。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 市長も多分、これ見て、

すごくがっかりしたんだろうなと思いますけど

も、本当に私もがっかりですよね。こんなこと

を言われたくないなということがたくさんある

んですよね。笑顔がないとか、市民の立場にな

って本当に寄り添って相手をしてほしいとか、

市庁舎建設は大切ですけども職員の意識がもっ

と大切ですとか、その後を読むと本当に自分で

も嫌になってくるみたいなことを書いてる市民

の方だと思いますけども、いらっしゃるという

のが非常に残念でならないということです。 

 決してそういう職員の方だけではないと思い

ますけども、やっぱりどんな人が来ても笑顔で

感じのいい対応をしていただけるような市役所

になってほしいと思いますし、もちろん60年を

たった庁舎が新しくなれば、中身も全て変わる

ということかも、それはわかりませんけども、

ぜひ職員の方が、市民の方がいらしたときの態

度であったり、挨拶から笑顔であったり、対応

の仕方なんかを根本的にご指導をいただくこと

が大切なんだなと思っておりますし、こういう

ふうに書いていただける方なんていうのは、本

当にありがたいと思うんですよね。言わなくて、

もう諦めてる市民の人も私はいらっしゃると思

うんです。そういう方のことも思うと、これは

ぜひ、研修で直るかどうかというと、やっぱり

毎日のそれこそ習慣であったりすることを普通

にできるような職員になっていただきたいと願

うところです。 

 ぜひ、これは市長が全部悪いなんていうこと

は申し上げませんけども、ぜひ改善していただ

きたいと願うばかりですので、もう一度、市長

にお答えいただきたいんです。お願いします。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 梅津議員おっしゃるように、な

かなか職員一人一人、もう少し市の職員として

の自覚をきっちり持っていただいて、そして市
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民の立場になって、市民の目線で、やはり市民

と向き合うような仕事の仕方ということを徹底

していかなきゃいけないと思います。 

 接遇の研修も、以前はわかりませんが、私が

市長に就任させていただいて、全職員の対応は、

今回の１月も含めれば四、五回やってます。毎

年ずっと３年ぐらい続けたり、あと間、ぽつん

ぽつん、６回ぐらいやってますかね。だめです

ね、それでは。というのは、そのときはいいん

ですが、やはり職場によっては、もう市民の方

なんてほとんどいらっしゃらない職場もありま

すしね。 

 あとは私ども管理職も含めて徹底してやっぱ

り指導していかなきゃいけないんですが、そう

いった指導体制というのは、もう人数を３割も

削減したもんですから、本当にみんな忙しくて、

とてもとてもそういったことができなかった状

態というのもあったかもしれません。 

 ただ、議員おっしゃるように、これらについ

ては真摯に受けとめまして、ぜひこれからも引

き続きそういった市民に対する対応、あるいは

仕事の仕方、いわゆる３Ｓ運動というのをやっ

てたんですね。スマイル、スピード、シンプル

と。笑顔で、そして迅速に、そして説明はくど

くど言わないと。わかりやすく、そして市民の

皆様に納得いただく形で、いろんな手続やら、

あるいはサービスをさせていただくということ

なんですが、これらの運動も改めて３Ｓ運動、

新３Ｓ運動、続３Ｓ運動みたいな形でずっとや

ってきてますが、やっぱりこういったことは引

き続き努力してまいりたいと思いますので、ぜ

ひ、お気づきの点などございましたら、さらに

ご指導いただきたいと思います。以上です。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 ぜひそのように頑張って

いただきたいと思います。 

 以上で終わります。（拍手） 

○渋谷佐輔議長 以上で一般質問は全部終了いた

しました。 

 

 

   散     会 

 

 

○渋谷佐輔議長 本日はこれをもって散会いたし

ます。 

 ご協力ありがとうございました。 

 

 

    午後 １時４０分 散会 


